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高い敏感性をもつ人（Highly Sensitive Person）

と敏感肌

Highly Sensitive Person and Sensitive Skin

串崎　真志

　高敏感者（highly sensitive person）は、共感性が高い反面（Acevedo 

et al., 2014; Acevedo, Aron, Pospos, & Jessen, 2018; Carney & Harrigan, 

2003; 飯村，2016）、人からの影響を受けやすいという特徴がある。例えば、

彼らは、他者の期待に過剰に合わせてしまい（Aron, 2010, pp.39-40）、人

からの評価にも傷つきやすい（Aron, 2010, p. 82）。高敏感者は人の顔色を

伺い、とても気を遣いながら、窮屈な思いで過ごしていることが多いと思

われる。これらの様子を例えて、彼らを境界の薄い人々（thin boundaries）

と呼ぶこともある。明確な境界を心がけることが（setting clear boundar-

ies）、彼らのセルフケアの第一といわれる（Orloff, 2019, p. 18, 47）。

　「肌が合わない」という表現があるように、人間関係の齟齬は、しばしば

皮膚感覚としてとらえられる1）。これは単なる比喩ではなく、皮膚の状態

は、実際にストレスを反映する。例えば、アトピー性皮膚炎の状態が悪い

ほど、ストレスの指標である唾液中クロモグラニン A（salivary chromo-

granin A: CgA）が 多 い こ と が 知 ら れ て い る（Kaneko, Liu, Kakamu, 

Minami-Hori, & Morita, 2017）。また、アトピー性皮膚炎の患者を 1 年 4ヶ

月追跡調査したところ、アトピーが悪化するほど、唾液中クロモグラニン

A が増加していた（Cai, Kaneko, & Morita, 2018）。

　アトピー性皮膚炎の患者は、その繊細な性格ゆえに、ストレスを受けや

すいともいわれる。例えば、アトピー性皮膚炎患者は（健康群に比べて）、
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Robert Cloninger の気質理論でいう損害回避の程度が高かった（Arima et 

al., 2005）。韓国の調査においても、アトピー性皮膚炎患者は（健康群に比

べて）、損害回避が高く、報酬依存・自己志向・協調性が低かった（Kim, 

Pae, Jeong, Kim, Chung, & Lee, 2006）。また、アトピー性皮膚炎患者は

（健康群に比べて）、神経症傾向が高く、外向性と協調性が低かった（Schut, 

Bosbach, Gieler, & Kupfer, 2014）。そして、Big Five 性格の統制性が高い

ほど、アトピーは軽症であった（Lopes et al., 2016）。日本の調査において

も、アトピー性皮膚炎患者は（健康群に比べて）、YG 性格検査の神経質が

高いことが報告されている（Takahashi et al., 2013）。

　また、アトピー性皮膚炎患者は（健康群に比べて）、皮膚以外の感覚

（Adolescent/Adult Sensory Profileで測定）も敏感であった（Engel-Yeger 

et al., 2007; Engel-Yeger, Mimouni, Rozenman, & Shani-Adir, 2011; En-

gel-Yeger, Shani-Adir, & Kessel, 2011; Shani-Adir, Rozenman, Kessel, & 

Engel-Yeger, 2009）。

　皮膚炎までいかなくても、種々の環境因子に対して、皮膚の過剰反応状

態を自覚する敏感肌（sensitive skin）は、多くの人が経験している（ベラル

デスカ、フルール、メイバック，2007）。日本人1,500名を対象にした調査で

は、「very sensitive」「rather sensitive」「not very sensitive」「not sensitive」

の 4 択で尋ねると、女性はそれぞれ7.5%、48.5%、39.6%、4.4%、男性は

それぞれ9.5%、43.3%、40.7%、6.5% であった（Kamide, Misery, Perez-

Cullell, Sibaud, & Taieb, 2013）2）。Miranda Farageは、女性の60-70%、男

性の 50-60% が敏感肌を自覚していると、レビューしている（Farage, 

2019）。

　メタ分析によると、敏感肌を誘発する要因としては、化粧品を筆頭に

（odds ratio = 7.12）、物理的環境（例えば気温の変動 OR = 3.52）や情動

（OR = 1.77）など多岐にわたっている（Brenaut et al., 2019）。敏感肌の

程度は季節変動するので、敏感肌を自覚している人の割合（「very sensitive 

skin」「sensitive skin」を合わせた割合）は、7 月が 3 月より多い（Misery 
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et al., 2007）。また敏感肌は、低年齢（25歳より下、25〜49歳、50歳以上

の 3 群を比較）ほど多いといわれる（Xu et al., 2013）。

　敏感肌のメカニズムとしては、角化細胞の過剰な細胞死（excessive 

apoptosis）と水分の欠如に由来する保湿機能不全（barrier dysfunction）

であると考えられている（Fan, Jia, Cui, Li, & He, 2018）3）。そして、皮膚

の角化細胞（keratinocytes）にあるイオンチャネル（transient receptor 

potential vanilloid: TRPV）の活性化が関連するといわれている（Talagas 

& Misery, 2019）。

　以上の背景から、本研究では、高敏感者が「薄い皮膚」をもつ（have a 

thin skin）かどうかを検討する。すなわち、高敏感者は不安が高く（Şengül-

İnal, Kirimer-Aydinli, & Sümer, 2018; Takahashi, Kawashima, Nitta, & 

Kumano, 2019）、人間関係の問題を抱えやすいことから（Hofmann & Bi-

tran, 2007）、Highly Sensitive Person Scale と敏感肌尺度はある程度、相

関すると予測される4）。

調査

方法

　参加者　合計217名（男性77名，女性139名，その他 1 名，M = 20.2歳，

SD = 2.59）が参加した（実施時期2019年10月）。内訳は、教養科目の心

理学を受講する大学生104名（男性41名，女性63名，M = 19.0歳，SD = 

1.05）、専門科目の心理学を受講する大学生55名（男性24名，女性30名，

その他 1 名，M = 19.1歳，SD = 1.45）、串崎ゼミの大学生・修了生58名

（男性12名，女性46名，M = 23.4歳，SD = 2.75）であった。

　質問紙　① Highly Sensitive Person Scale-Short form 11項目（Aceve-

do et al., 2014; Aron et al., 2010; Branjerdporn, Meredith, Strong, & 

Green, 2019; Meredith, Bailey, Strong, & Rappel, 2016）。これは Aron & 

Aron（1997）の Highly Sensitive Person Scale（27項目）を 1 因子に短縮
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したものである。訳文は、髙橋（2016）から該当する項目3, 5, 7, 9, 14, 16, 

19, 21, 23, 25, 26を使用した。

　②エンパス尺度 9 項目版（Nine-item Empath Scale: NES; 串崎，2019a）。

筆者が Judith Orloff（Orloff, 2017a, 2017b）の記述を元に作成したもので、

情動吸収（emotional sponges）、気疲れ（emotional hangovers）、情動直

感（emotional intuition）という 3 因子からなる。両尺度とも、「全くあては

まらない」を 1、「非常にあてはまる」を 7 とする 7 件法で評定した。

　③敏 感 肌 尺 度（burden of sensitive skin scale: Misery et al., 2018 ）。

「服や下着を買うときに敏感肌であることを考慮している」「化粧品や洗顔

用品を買うときに敏感肌であることを考慮している」など14項目について

「全くない」を 0、「非常にあてはまる」を 4 とする 5 件法で回答した。「敏

感肌とは乾燥、かゆみ、赤み、湿疹、かぶれ、ひりひり、肌荒れなどにな

りやすい肌のことです」という注意書きを加えた。

　手続き　授業終了後に協力を依頼し、任意の参加に同意を得たうえで、

Google form 上で自発的に回答してもらった。

結果

　まず、敏感肌尺度を探索的因子分析した。固有値の減衰状況（4.82, 0.74, 

0.54, 0.34, 0.10）をふまえたGuttman基準では 1 因子、平行分析（paralle 

analysis）では 4 因子であったので、想定した 1 因子を指定し（累積寄与率

は34.4パーセント）、最小二乗法・promax 回転をおこなった（Table1）。

因子負荷量が.3以上の項目をもって下位尺度を構成し、1 項目（項目番号 7）

を削除した。尺度全体13項目の平均値と標準偏差はM = 13.6, SD = 10.7, 

Median = 11（α = .87, ω = .87）であった。適合度指標はχ2 = 370, df = 77, 

p ＜ .001, TLI = .690, RMSEA = .132で、よいモデルといえなかった。ヒ

ストグラムを Figure1, Figure2, Figure3 に示した。男性の Median = 6、

女性の Median = 14 であり、分布の偏りが男女ともにみられた。
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Table1　敏感肌尺度の探索的因子分析（N = 217）

M SD 第1因子 独自性
1．服や下着を買うときに敏感肌であることを考慮している 1.35 1.44 .664 .559
2．�化粧品や洗顔用品を買うときに敏感肌であることを考

慮している 2.19 1.59 .632 .600

3．敏感肌なので食べられない物がある 0.44 0.96 .584 .659
4．敏感肌なのであきらめている趣味や外出や活動がある 0.61 1.15 .728 .469
5．敏感肌なので空調を我慢できないときがある 0.91 1.32 .724 .476
6．敏感肌なので大気の汚染に対処できないときがある 0.96 1.31 .709 .497
7．�他の人と一緒にいると特に理由なく、あるいは恥ずか

しい思いをしたあとで、顔が真っ赤になる 2.11 1.45 .259 .933

8．�写真で顔がかなり赤くなるので、なるべく顔が写らな
いようにしている 0.65 1.02 .458 .790

9．�金属製のジュエリー（ブレスレット、ネックレス等）
を身につけることができない 0.59 1.16 .394 .845

10．�運動したり、早足で歩いたり、階段を上ると、顔が
赤くなってしまう 1.67 1.44 .459 .789

11．ウール製の服が肌にぴったり触れるのは耐えがたい 1.51 1.41 .489 .760
12．�朝、服を選ぶときに、敏感肌であることを考慮して

いる 0.73 1.22 .676 .543

13．�他の洗剤を使うと肌に反応が出るので、自分専用の
洗剤を選んでいる 0.65 1.21 .584 .659

14．�外泊するときは、他の人の物を使うことができない
ので、自分専用の石鹸や洗顔用品を持っていく 1.27 1.54 .629 .604
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Figure1　敏感肌尺度のヒストグラム（全体 N = 217）



― 58 ―

Sensi�ve Skin
男性 N = 77

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 30 32 34 36 38 40 42 44

人

46

Figure2　敏感肌尺度のヒストグラム（男性 n = 77）
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Figure3　敏感肌尺度のヒストグラム（女性 n = 139）

　次に、エンパス尺度について 3 因子モデルの確認的因子分析を行なった。

その結果、各項目の標準化推定値は .350から1.117（すべて有意）、適合度

指標は χ2 = 72.8, df = 24, p ＜ .001, CFI = .929, TLI = .893, SRMR = .064, 

RMSEA = .096, AIC = 6649, BIC = 6751 で あ っ た。串 崎（ 2019a, 2019b, 

2020a）と同様に、第 1 因子 4 項目を「気疲れ」、第 2 因子 3 項目を「情動

吸収」、第 3 因子 2 項目を「情動直感」と命名した（Table2）。
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Table2　 Nine-item Empath Scale の確認的因子分析（N = 217）

M SD 第 1 因子 第 2 因子 第 3 因子 誤差
2．�雑踏や人混みは、気疲れするので好き

ではない 5.52 1.45 .852 .082

4．�大勢の人と一緒にいると、ぐったり疲
れて一人になりたいと思う 5.42 1.51 .633 .097

6．�雑踏や人混みに出かけるのは気疲れす
るので、できれば避けたい 5.14 1.66 .906 .092

9．�雑踏や人混みに出かけると、気分や体
調が悪くなることがある 4.27 1.86 .640 .118

3．�相手の気持ちやストレスを、知らない
あいだに取り込んでいる 4.75 1.43 .718 .103

7．�相手の気持ちやストレスの影響を、知
らないあいだに受けている 4.74 1.46 .934 .110

8．�痛みを抱えている人のそばにいると、
自分の身体も痛くなってくる 3.47 1.71 .350 .123

1．�相手を見るだけで、相手の気持ちがぱ
っとわかる 4.45 1.47 .478 .210

5．�相手を見るだけで、相手の抱えている
ストレスがなんとなくわかる 3.96 1.42 1.117 .426

注 : 標準化推定値

　そして、各尺度の信頼性係数、平均値と標準偏差、性差の分散分析の結

果をTable3 に示した。さらに、各尺度間のSpearman順位相関係数を全体

サンプル、男女別に（「その他」に回答した 1 名を除く）算出してTable4-6

に示した。Highly Sensitive Scale と敏感肌尺度の散布図を、男女別に

Figure4 と Figure5 に示した。

Table3　各尺度の平均値と標準偏差（N = 217）

全体 男性 n=77 女性 n=139 性差
α ω M SD M SD M SD p

1．気疲れ .84 .84 20.3 5.3 19.2 5.7 21.0 5.0 .021
2．情動吸収 .66 .72 13.0 3.5 12.1 3.3 13.3 3.5 .014
3．情動直感 .69 .69 8.4 2.5 8.5 2.7 8.3 2.4 .503
4．Highly sensitive .88 .88 54.9 12.4 51.9 13.5 56.6 11.3 .010
5．Sensitive skin .87 .87 13.6 10.7 10.2 10.6 15.4 10.3 .001
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Table4　各尺度の Spearman 順位相関係数（N = 217）

2 3 4 5
1．気疲れ .358 *** .021 .666 *** .389 ***
2．情動吸収 .210 ** .420 *** .364 ***
3．情動直感 -.055 .006
4．Highly sensitive .404 ***
5．Sensitive skin

Table5　各尺度の Spearman 順相関係数（男性 n = 77）

2 3 4 5
1．気疲れ .312 ** -.039 .716 *** .518 ***
2．情動吸収 .362 ** .469 *** .234 *
3．情動直感 .003 -.011
4．Highly sensitive .448 ***
5．Sensitive skin

Table6　各尺度の Spearman 順位相関係数（女性 n=139）

2 3 4 5
1．気疲れ .372 *** .068 .620 *** .296 ***
2．情動吸収 .119 .377 *** .396 ***
3．情動直感 -.103 .016
4．Highly sensitive .320 ***
5．Sensitive skin
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Figure4　Highly Sensitive Person Scale と敏感肌尺度の散布図（男性 n = 77）
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Figure5　Highly Sensitive Person Scale と敏感肌尺度の散布図（女性 n = 139）

　さらに、探索的な分析として、Highly Sensitive Person Scaleが気疲れ・

情動吸収・情動直感に与える影響に、敏感肌の程度が媒介（mediator）し

ているかどうかを検討するため、媒介分析（1,000 samples Bootstrap によ

る推定）を行った。その結果、女性において有意な媒介モデルが得られた

（Table7）。女性の敏感肌尺度と情動吸収尺度の散布図をFigure6 に示した。

Table7　媒介モデルの検討

性別 Dependent Indirect 
Effect Lower Upper Z p % 

Mediation
男性 気疲れ 0.028 -0.002 0.064 1.620 .105 9.59

情動吸収 0.008 -0.013 0.036 0.641 .521 6.53
情動直感 0.011 -0.017 0.045 0.701 .483 99.39

女性 気疲れ 0.020 0.002 0.041 2.010 .045 7.82
情動吸収 0.033 0.011 0.064 2.490 .013 26.30
情動直感 0.002 -0.011 0.015 0.367 .713 7.75

注　Predictor: Highly sensitive person, Mediator: Sensitive skin
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Figure6　敏感肌尺度と情動吸収尺度の散布図（女性 n = 139）

　もうひとつの探索的な分析として、Highly Sensitive Person Scale が気

疲れ・情動吸収・情動直感に与える影響に、敏感肌の程度が調整（predictor

×moderator）しているかどうかを分析した（1,000 samples Bootstrap に

よる推定）。その結果、男性において有意な調整モデルが得られた（Table 

8）。すなわち、Highly Sensitive であるほど情動吸収が高い傾向は、敏感

肌尺度が高い群（上位25%）のみでみられた（Figure7, 実線）。

Table8　調整モデルの検討
性別 Dependent Moderation Lower Upper Z p

男性 気疲れ -0.008 -0.015 0.000 -2.020 .043
情動吸収 0.005 0.001 0.011 2.344 .019
情動直感 0.004 -0.001 0.010 1.505 .132

女性 気疲れ 0.001 -0.004 0.006 0.453 .651
情動吸収 0.003 0.000 0.007 1.890 .059
情動直感 0.000 -0.002 0.004 0.419 .676

注　Predictor: Highly sensitive person, Moderator: Sensitive skin
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Figure7　Highly Sensitive Person Scale と情動吸収尺度の散布図（男性 n = 77）

考察

　調査の結果、男女共に、Highly sensitive であるほど敏感肌の程度が高く

なっており（Figure4, Figure5）、高敏感性が皮膚の問題として現れやすい

ことが示された。この結果は、高敏感者が「皮膚の薄い」人々であり、自

他の境界の問題を抱えやすいことを示唆している。

　また、探索的に行った媒介分析と調整分析の結果、女性においては敏感

肌の媒介効果がみられ（Table7）、男性においては敏感肌の調整効果がみ

られた（Table8）。すなわち女性は、高敏感であるほど敏感肌であり、敏

感肌であるほど情動吸収（「相手の気持ちやストレスを、知らないあいだに

取り込んでいる」）が高い（Figure6）。情動吸収を予測する説明率を見る

と、上記の間接効果が26.3% であり、直接効果（高敏感であるほど情動吸

収が高い）が73.7% あった。そして男性は、高敏感であるほど情動吸収が

高い傾向は、敏感肌の人にだけ認められた（Figure7, 実線）。

　敏感肌かどうかが、情動吸収（気持ちの揺らぎ）に影響する要因の一つ

かもしれない。もちろん、どちらもパスモデルであって、因果関係を検証

したものではない。しかし、近年の皮膚科学においては、皮膚の角化細胞

（keratinocyte）が環境に対する第一線のセンサーであるといわれている
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（傳田，2019）。例えば、敏感肌を自覚している人（「very sensitive skin」

「fairly sensitive skin」を合わせた59.1%）のうち、73.1% の人が過敏性腸

症候群（irritable bowel syndrome: IBS）を有するという（Misery et al., 

2018）。皮膚の状態が腸内細菌叢（gut microbiome）に自律的に影響する

現象は、皮膚―腸軸（skin-gut axis）といわれている（Kiyohara et al., 

2019）。

　本研究は、高敏感者が「薄い皮膚」をもつという因果関係を仮定したが、

「薄い皮膚」をもつからこそ高敏感になっている可能性もある。少なくと

も、環境のセンサーとしての皮膚に注目することで、高敏感者の感覚世界

をより深く理解できるだろう。今後の研究が期待される。

注

1 ）	 英語の skin は情動を表すことはあるが（under the skin = 本心、get under 
someoneʼs skin = いらいらさせる、thick-skinned = 鈍感な）、人間関係そのものを表
すことはないようだ。

2 ）	 例えば、イギリスの女性2,058名のうち51.42% が、男性258名のうち38.22% が、
自分は敏感肌であると回答した（Willis et al., 2001）。また、フランスの2,048名を
対象にした調査では、「very sensitive」「sensitive」「slightly sensitive」「not sensitive」
の 4 択で尋ねると、女性はそれぞれ12.4%、43.7%、32.5%、9.5%、男性はそれぞれ
7.1%、36.5%、45.9%、6.7%であった（Misery, Cochener, Brenaut, Seite, & Taieb, 
2019）。同様に、ヨーロッパ 8 カ国（Belgium, France, Germany, Greece, Italy, Por-
tugal, Spain and Switzerland）4,506名を対象にした調査によると、「very sensitive」
と「sensitive」を合わせた割合が高かったのはイタリア（53.8%）とフランス（51.8%）
で、その他の国は「slightly sensitive」と「not sensitive」を合わせた割合のほうが
高かった（Misery, Boussetta, Nocera, Perez-Cullell, & Taieb, 2009）。

　　アメリカ合衆国の 994 名を対象にした調査では、「very sensitive」「sensitive」
「slightly sensitive」「not sensitive」の 4 択で尋ねると、女性は「very sensitive」と
「sensitive」を合わせて50.9%、「slightly sensitive」と「not sensitive」を合わせて
49.1%、男性はそれぞれ38.2%、61.8% であった（Misery, Sibaud, Merial-Kieny, & 
Taieb, 2011）。同様に、Mississippiの女性89名を対象にした調査では、「very」「mod-
erately」「slightly」「not sensitive」の 4 択で、それぞれ 11.2%、31.5%、34.8%、
22.5% であった（Farage, Miller, Wippel, Berardesca, Misery, & Maibach, 2013）。
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	 　中国の 9,154 名を対象にした調査では、「very sensitive」「sensitive」「slightly 
sensitive」「not sensitive」の 4 択で、それぞれ2.94%、9.85%、26.74%、60.47% で
あった（Xu et al., 2013）。中国の女性408名を対象にした調査では、「very sensitive」

「moderately sensitive」「slightly sensitive」「not sensitive」の 4 択で、それぞれ 2%、
5%、16%、77% であった（Farage, Mandl, Berardesca, & Maibach, 2012）。韓国人
1,000名を対象にした調査では、「very sensitive」「sensitive」「not very sensitive」

「not sensitive at all」の 4 択で尋ねると、女性はそれぞれ13.39%、40.97%、32.66%、
11.36%、男性はそれぞれ14.99%、44.18%、32.54%、7.89% であった（Kim, Cheon, 
Misery, Taieb, & Lee, 2018）。インドの3,012名を対象にした調査では、「very sen-
sitive」「sensitive」「not very sensitive」「not sensitive at all」の 4 択で尋ねると、
女性はそれぞれ8.2%、27%、38%、29%、男性はそれぞれ5.5%、21%、37%、38% で
あった（Brenaut, Misery, & Taieb, 2019）。

3 ）	 ただし、乳酸スティンギング検査（lactic acid stinging test: LAST）による敏感
肌の感覚（pain, burning sensation, itch, and crawly feeling）は、経表皮水分蒸散
量（transepidermal water loss: TEWL）と関連しなかったという報告もあり（Yat-
agai et al., 2018）、敏感肌と保湿機能の関連については、議論の余地がある。

4 ）	 敏感肌の状態を評価する質問紙としては、例えば、Dermatology Life Quality 
Index（DLQI: Finlay, & Khan, 1994; Lewis, & Finlay, 2004; 日本語版Takahashi et 
al., 2006）、 The Sensitive Scale-10 （Misery, Jean-Decoster, Mery, Georgescu, & 
Sibaud, 2014 ）、Sensitive Skin Questionnaire （Duarte, Silveira, Hafner, Toyota, & 
Pedroso, 2017; Querleux et al., 2008; Willis et al., 2001）、Burden of Sensitive Skin

（BoSS: Misery, 2018）などがある。
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